
２　職場は、教職員が意欲的に取り組める環境に
　ある。

３　職員会・終礼が有効に機能している。

４　校内研修は学校の実態や職員の需要にあった
　ものになるように計画的に実施されている。

５　日々の教育活動について、相談しあえる。
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１　学校教育目標を理解し、その実現に向けて努力
　している。



９　健康な心身を保つための保健指導・食育指導を
　推進できている。

１０　個人情報に関する管理ができている。

１４　児童一人ひとりを大切にした教育が展開され
　　ている。

１２　いじめのない学校（学級）づくりをしている。

１１　教育計画の共通理解が図られている。

６　児童の生活の様子等、教育情報について共有
　できている。

７　命を守る防災教育・安全教育を推進できている。

８　施設・設備が日常的に点検・管理が行われている。



２１　組織の一員として働きやすい環境づくりに
　　努めている。

２２　効率のよい働き方を心がけるとともに、自分の校務を

　　中心に学校全体を見渡し、業務改善に努めている。

１７　児童や保護者が相談しやすい雰囲気づくりに
　　努めている。

１８　日々の取組や児童の様子を、学校（学級）
　　だよりやHP等を通して、保護者に伝えている。

１９　学校行事は児童にとって有意義なものになっ
　　ている。

２０　他の小学校や中学校、地域、関係機関と連携
　　した教育を推進している。

１５　ICTを活用した授業を工夫・推進している。 １６　児童の体力づくり・健康づくりに努めている。



２３　自分らしい勤務時間外の過ごし方を工夫し、
　　気分転換をはかることができている。

自由記述
〇少人数であることを生かした学習を取り入れ、充実させていきたい。〇教科に関することや、校務について
はよくわからないのでありのまま評価しました。それ以外は、働きやすくて良い環境だと思います。

【考察】
　本年度の教職員自己評価では、本校の教育活動や校内の業務体制について、概ね肯定的な評価が得られた。
特に、少人数であることを生かした教育活動や、働きやすい職場環境について前向きに捉える意見が見られ、
本校の特色や強みが教職員間で共有されていることがうかがえる。また、本校が目ざす「働きやすい学校、働
きたい学校」に近づいていると言える。
　今後は、こうした強みをさらに伸ばすため、少人数・複式学級のよさを生かした学習方法の工夫や指導の在
り方について研究を深め、教育の質のさらなる向上を来年度の目標として、組織的に取り組んでいきたい。


